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　本稿の目的は，社会におけるスポーツの表象の背景を考察することである。スポーツは多様な可能性とともに多様
な表象として機能している。そして，スポーツの多様な表象にはスポーツとの関わりにおけるそれぞれの価値観，願
望（欲望）が投影されている。そのため，スポーツに対して相反する見解が提起されることにもなる。その例として，
スポーツと道徳性の関わりを指摘できる。そこで本稿は，スポーツという用語及びスポーツの文化性に関わる問題を
確認した上で，イギリスと日本におけるスポーツに対する印象の一断面を考察することでスポーツに対する多様な表
象の背景の一端を明らかにし，スポーツ批評の重要性を指摘する。
　The purpose of this paper is to consider social background of sport as representation. Sport is in a variety of 
form in society, which suggests variety of possibilities and representation of sport. Many aspects of representation 
of sport are regarded as values and desire in society. That is why there emerges completely opposite views of 
sport concerning relationship between sport and morality, for instance. This paper tries to point out issues of the 
term of sport and sport as culture, and then, trace some aspects of formation of image of sport in both in England 
and Japan, by doing so, suggest the importance of sport critic. 
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はじめに
　スポーツが多様な存在様態として現象していることは
日常的に経験するところであり，また，「豊かなスポー
ツライフ」を理念とする学校体育においても，「運動や
スポーツとの多様な関わり方」，「運動やスポーツの多様
な楽しみ方」が重視され1，「多様な関わり方」として「す
る，みる，支える，知る」が提示されている2。このこ
とはスポーツの可能性及び多様な表象を示しているとい
える。
　スポーツの可能性及び表象ということに関しては，学
校におけるスポーツ活動（体育授業・運動部活動）が大
きく影響しいている。就学前の様々なスポーツ経験（ス
ポーツクラブ等でのスポーツ実践やメディアを通した試
合等の視聴）もあるが，一般的に多様なスポーツに組織
的に触れるのが体育授業であり，そのため，学校体育は
スポーツに対する実践レベルでのイメージ形成に決定的
役割を与えているといえる。そして，課外活動としての
運動部活動が運動部員の競技指向のスポーツに対する固
定観念の形成に大きな影響を与えている。それは「体育
会系」と言われる思考回路・行動様式として現象したり，
学校教育という発育・発達過程におけるスポーツ活動で
の「勝利」に対する狭隘な認識として現れることになる。
ここに，「学校教育の一環」としての「部活動」に対す
る認識の再構築の契機の一端があるといえる。更に，部
活動を巡る問題は学校教育に限定するものではなく，メ
ディアを通して社会におけるスポーツに対する認識の問
題にも繋がっている。それは，「試合」や「プレー」に
対する「〇〇らしさ」，「感動」などの表現とともに「物
語」を形成することになる。そしてそこには，社会の願
望（欲望）や価値観が投影されており，それが「学校教
育の一環」としてのスポーツ活動全般に大きな影響を与
えることにもなる。
　また，運動部活動の問題は，体育授業における「教材
としてのスポーツ」の実践にも密接に関わっている。つ
まり，体育授業でのスポーツ実践における運動部顧問と
しての教師及び運動部所属の生徒と一般の生徒との関わ
り方が，後者のスポーツに対するイメージ形成に大きな
影響を及ぼし3，体育授業における教師及び運動部員の
競技指向に基づく思考回路・行動様式が，本来「教材」
として多様な可能性を有するスポーツに対する限定的で
固定的な認識の形成を一般の生徒に招来させてしてしま
うことになる4。この意味で運動部活動が「学校教育の
一環」として機能していることを逆説的に示唆している。
　このような，学校教育におけるスポーツを巡る様々な
問題状況の背景には，スポーツに対する社会一般の認識
状況があると考えられる。そこで，本稿は，スポーツが
社会においてどのような表象として機能しているのかと
いうことの背景を考察することを目的とする5。
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１．スポーツという用語を巡る問題6
　学校教育における「スポーツとの多様な関わり方」，「ス
ポーツの多様な楽しみ方」という方向性は，スポーツに
対する柔軟な捉え方を促し，スポーツという文化の享
受の多様な可能性を追求するものといえる。「スポーツ
基本法」7においても，「スポーツは，心身の健全な発達，
健康及び体力の保持増進，精神的な充足感の獲得，自律
心その他の精神の涵（かん）養等のために個人又は集団
で行われる運動競技その他の身体活動であり，…」（前文）
とされ，個人とスポーツの関わりの多様な可能性が示さ
れているとともに，スポーツが限定的に捉えられること
のないように，「運動競技その他の身体活動」とされて
いる。
　この点については，「第２期スポーツ基本計画」にお
いても，スポーツを多様に捉え，「スポーツは「みんな
のもの」」という基本理念が提示されている。
　　 　スポーツには，競技としてルールに則り他者と競
い合い自らの限界に挑戦するものや，健康維持や仲
間との交流など多様な目的で行うものがある。例え
ば散歩やダンス・健康体操，ハイキング・サイクリ
ングもスポーツ*１として捉えられる。　
　　 　このように，スポーツは文化としての身体活動を
意味する広い概念であり，各人の適性や関心に応じ
て行うことができ，一部の人のものではなく，「み
4
んなのもの
4 4 4 4 4
」である8。
更に「スポーツ基本計画（平成29年3月24日）」の本文中
の「スポーツ」に対して次のような補足説明も提示され，
スポーツを柔軟に捉えることを促している。
　　 　スポーツには，オリンピック・パラリンピック競
技種目のようなものだけではなく，野外活動やスポー
ツ・レクリエーション活動も含まれる。また，新た
なルールやスタイルで行うニュースポーツも注目さ
れるようになってきている9。
　また，「スポーツ基本法」の「前文」において，
　　… 全ての国民がその自発性の下に，各々の関心，適
性等に応じて，安全かつ公正な環境の下で日常的
にスポーツに親しみ，スポーツを楽しみ，…。
とあるように，「スポーツとの多様な関わり」において
は，「自発性」10 に基づき「スポーツを楽しむ」ことが
基本となる。つまり，スポーツの多様な可能性は，「自
発性」を基盤に成立するものといえる。このことは，「ス
ポーツ基本法」の「第一章 総則」「第二条（基本理念）」
における「心身の成長の過程にある青少年」とスポーツ
の関わりを通した「人格形成」，即ち「豊かな人間性」
の育成に密接に関わることになる。
　　 ２　スポーツは，とりわけ心身の成長の過程にある
青少年のスポーツが，体力を向上させ，公正さと規
律を尊ぶ態度や克己心を培う等人格の形成に大きな
影響を及ぼすものであり，国民の生涯にわたる健全
な心と身体を培い，豊かな人間性を育む基礎となる
ものであるとの認識の下に，学校，スポーツ団体（ス
ポーツの振興のための事業を行うことを主たる目的
とする団体をいう。以下同じ。），家庭及び地域にお
ける活動の相互の連携を図りながら推進されなけれ
ばならない。
そしてそれは，「学校教育の一環」としての「運動部活動」
における「自主的，自発的な参加」の重要性と密接に関
わることになる。
　　 ウ　教育課程外の学校教育活動と教育課程の関連が
図られるように留意するものとする。特に，生徒の
自主的，自発的な参加により行われる部活動につい
ては,スポーツや文化，科学等に親しませ，学習意
欲の向上や責任感，連帯感の涵養等，学校教育が目
指す資質・能力の育成に資するものであり，学校
教育の一環として，教育課程との関連が図られるよ
う留意すること。その際，学校や地域の実態に応じ，
地域の人々の協力，社会教育施設や社会教育関係団
体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行い，
持続可能な運営体制が整えられるようにするものと
する11。
　青少年のスポーツや運動部活動においては，学校，ス
ポーツ団体等の各種団体，家庭，地域との相互連携が求
められていることからもわかるように，相互連携におけ
るそれぞれの「心身の成長の過程にある青少年のスポー
ツ」との関わり方が，競技指向のスポーツ実践を通して，
この時期のスポーツに対するイメージ形成に大きな役割
を持つことになる。そしてここでの重要な論点が，「自
発性」といえる。この意味で，スポーツが実践される「場
（環境）」の重要性を指摘できる。この点についていえば，
部活動の「義務化」 12は，「学校教育の一環」としての部
活動を積極的に活用することで，その教育的機能を全て
の生徒に発揮させる試みと考えられるが，本来の教育理
念上，矛盾したものとなる。
　ところで，「スポーツ基本法」の「前文」では最初に，
スポーツが普遍的な文化であることが提示されている。
　　 　スポーツは，世界共通の人類の文化である。
その上で，スポーツが「文化的な生活」に不可欠である
ことが強調されている。
　　 　スポーツは，…今日，国民が生涯にわたり心身と
もに健康で文化的な生活を営む上で不可欠のものと
なっている。
スポーツと「心身の健康」の密接な関係性については，
容易に理解されると考えられるが，ここでは，「スポー
ツ」と「身体活動」という用語の捉え方，従って，スポー
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ツの捉え方の課題が提起される。特に，身体の健康につ
いては，「身体活動（physical activity）」が一般的となっ
ている。この点について確認すると，「健康日本21」に
おけるライフステージに応じた健康のための基準としては，
当初「運動基準」が提示されていたが，第二次からは，「全
体に着目する重要性」から「身体活動基準」に名称変更
されている。ここでの「身体活動」は，「生活活動」と
「運動」に分けられ，このうち，「生活活動とは，日常生
活における労働，家事，通勤・通学などの身体活動を指
す。また，運動とは，スポーツ等の，特に体力の維持・
向上を目的として計画的・意図的に実施し， 継続性のあ
る身体活動を指す。」とされている13。
　つまり，特に，スポーツという形式を取らずとも，そ
れぞれの「関心」や「適性」に応じた身体の動かし方を
実践することが，それぞれの身体の状態に適した運動実
践となる14。しかし，先にも確認したように，「散歩」
も「スポーツ」と捉えられていることから，身体活動と
してのスポーツの捉え方の課題を指摘できる。
　それぞれの「関心」と「適性」に応じて身体を動かす
ということの必要性という点からみれば，その活動に対
して「身体活動」でも「スポーツ」でもどちらの用語で
も特に問題があるわけではないが，本稿ではスポーツが
どのような表象として機能しているのかということの背
景を論ずるため，ここでは，スポーツが「文化的な生活」
に不可欠であるということ，即ち，スポーツと「文化的
な生活」の関係性が問われることになる。つまり，スポー
ツが「文化的な生活を営む上で不可欠」ということが一
般的に具体的イメージを喚起できるかどうかということ
である。
　スポーツが文化であることは，学校体育においても一
貫して強調されてきている15。そして，「スポーツ基本法」
やUNESCOの「体育・身体活動・スポーツに関する国
際憲章」 16で提示されているスポーツの多様な可能性は，
スポーツという身体文化の有する独自な機能と捉えるこ
とができる。この意味において，スポーツに関わること
それ自体が文化に関わることであり，その「多様な関わ
り方」が「文化的な生活」の実践であり，「学習指導要
領」における「する」「みる」「支える」「知る」という「多
様な関わり方」と「楽しみ方」は，スポーツを通した多
様な「文化的な生活」といえる。そうすると，スポーツ
が「文化的な生活を営む上で不可欠」という表現は，「文
化としてのスポーツ」同様，同義反復的といえる。これ
らの表現は，スポーツは健康等のためのみの単なる身体
活動ではなく，深い文化的機能を有するということの表
明と捉えることができる。そのため，「文化的な生活」
とは何か，そしてそのためにスポーツが不可欠とは具体
的にどのようなことであるのかということが問われてい
るのである。
　このように，ここでも「スポーツ」に関わる用語の課
題を指摘できる。先に確認したように，実践レベルでい
えば，スポーツに多様に関わり，そして多様に楽しむこ
とができるのであれば，用語の課題は形式的・表面的な
ものといえるが，本稿で用語に拘るのは，それが，スポー
ツに対する一般的なイメージ形成に大きな影響を及ぼす
からに他ならない。そしてそれは，「スポーツとの関わり」
それ自体に大きな影響を及ぼすことにもなる。
　社会におけるスポーツ，特にと文化との関係性に関わ
るイメージ形成についてみれば，次のような用語法が
ある17。
　•「運動部／文化部」
　•「スポーツ庁／文化庁」
　•「体育の日（スポーツの日） 18／文化の日」
　•「（新聞の）スポーツ欄／文化欄」
　•「文化・芸術・スポーツ（スポーツ・文化・芸術）」
　•「文化人・知識人」 19
　•「スポーツ新聞」
これらは一般的に流布している用語法といえる。このよ
うな文脈において「スポーツ」に対するイメージ形成が
醸成されるため，スポーツを巡る用語法は単に形式的・
表面的なものではなく，スポーツの本質の理解に大きな
影響を与えるものといえる。
　そして，「スポーツ」という用語を巡る多様な捉え方は，
それぞれにスポーツに関わる価値観，行為規範，願望（欲
望）が投影されており，そこには時代背景・社会的状況
が密接に関わっている。この意味で，「スポーツ」に対
する「捉え方」は時代や社会の特質を如実に示している
といえる。「豊かな人間性」に集約されるスポーツの「人
格形成」機能についても，同様のことが指摘できる。
　そこで，次に，社会においてスポーツがどのように捉
えられているのかということについてみていくことにする。
２．社会におけるスポーツ
　これまで，「スポーツ」という用語を巡る状況につい
て確認した。そこではあくまでも現代社会における「ス
ポーツ」を前提にしていたが，近代以降に成立したスポー
ツ（近代スポーツ）とそれ以前ではその内容も大きく異
なり，当然，それに対する社会的イメージも異なること
になる。そして，その近代スポーツも現代社会において
は，「近代」という枠組みを超えたものとして存在して
おり，その過程で「女性の登場」により，「男らしさ
（manliness）」を基盤とする人格形成や行為規範という
スポーツの理念に大きな変革が求められ，スポーツとい
う文化が新たな可能性を開いてきたということができる。 
更に，スポーツに関わる「男らしさ」「女らしさ」とい
う固定的イメージの変革の可能性も指摘されている。こ
のことは，スポーツという文化が性差を超えて育成する
人間性の可能性を示唆している20。つまりそれは，スポー
ツの特質，即ち，文化性に直接関わることであり，従っ
て，スポーツを通した人間性に対する意識の変革を伴う
ものとなるため，スポーツと教育の関係性や「文化的な
生活」の内実にも大きく関わることになる。また，現代
のスポーツにおいて表出する特質を捉えた表現として「ポ
ストモダンスポーツ」がある。これは，スポーツを内包
した新たな生のスタイルの表出であり，現代の人間性の
特質の現れといえる21。
　スポーツの理念ということに関していえば，伝統的な
「アマチュアリズム」があり，また，スポーツと教育の
表象としてのスポーツ
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関係における人格形成機能の典型的事例として「アスレ
ティシズム」をあげることができる。これらの価値観には，
ジェントルマンやパブリック・スクールが密接に関わり，
時代も社会的背景も非常に限定的な特定の価値観・行為
規範が提示されたものとなっている22。それらが，社会
において一般的に享受可能な文化として現象する過程を
スポーツの変遷過程と捉えることができる。そしてそれ
はスポーツに対する多様なイメージ形成として機能する
ことになる。
　現代では，スポーツはそれに対する興味・関心の有無
に関わらず，日常生活において一般的な事象として現象
している。その典型的事例が，新聞の「スポーツ欄」と
いえる。この意味で，新聞の「スポーツ欄」はスポーツ
に対するイメージ形成に大きな影響力を持ち，それは，
特に競技スポーツに対して大きいといえる。社会の「欲
望」23という点からみれば，その内容はそれに応えるも
のとなっているということができるとともに，それを更
に助長するものといえる。例えば，「文芸批評」「芸術批
評」のような「スポーツ批評」が「スポーツ欄」あるい
は「スポーツ新聞」に展開されることを，一般読者が望
んでいるかどうかということがまず疑問としてあげられる。
このことは，スポーツに対する社会の「欲望」を表して
おり，スポーツが社会的にどのようの捉えられているの
かというスポーツに対する社会的イメージ形成に大きく
関わる。そこで，次にスポーツが学校等の限定的領域で
はなく，日常生活において一般化していく中でどのよう
に捉えられてきたのかということについて確認していく。
　
３．イギリスにおけるスポーツに対する印象の一断面
　スポーツが社会生活において一般的に取り上げられて
いる例を，近代スポーツが成立した19世紀イギリスにつ
いて，諷刺週刊誌『パンチ，ロンドン・シャリヴァリ
（PUNCH,OR THE LONDON CHARIVARI）』（通称『パ
ンチ』1841-1992）から抜粋し，創刊からヴィクトリア
女王が歿した1901年までを再構成し収録した『ヴィクト
リアン・パンチ（VICTORIAN PUNCH）：図象資料で
読む19世紀世界』24を参照し確認する。
　本シリーズの編集方針は，元々の雑誌の編集方針を引
き継ぎ，「歴史に残る事件や，学術書にとり上げられる
ような事項を裏付ける資料として眺めることもするが，
それと同時に，いや，それよりもむしろ同時代の風俗・
流行・趣味を語る証人になってもらおうと思う。」（p.3）
となっており，当時の社会の「風俗・趣味・流行」を映
し出すものとなっている。そして，約60年間を10年ごと
にそれぞれ６巻にまとめ（『第１巻：1841－1850』『第２
巻：1851-1860』『第３巻：1861－1870』『第４巻：1871
－1880』『第５巻：1881－1890』『第６巻：1891－1901』
『第７巻：解説・資料編』），内容を「１政治・経済」「２
外国事情」「３社会・風俗」「４文学・教育」「５娯楽・
芸術」の５項目に大きくまとめている。「スポーツ」は
「娯楽・芸術」ではなく，「社会・風俗」のトピックとし
て取りあげられている。
『第１巻』「Ⅴスポーツ」
『第２巻』「Ⅴスポーツ：a 魚釣り，b 狩猟，c 競馬，d アー
チェリー，e 登山」
『第３巻』「Ⅴスポーツ：a 競馬，b 釣り，c 二輪車・三輪車，
d その他」
『第４巻』「Ⅴスポーツ」
『第５巻』「Ⅵスポーツ：a 乗馬・競馬，b 魚釣り，c 狩猟，
d テニス，e ボート，f フットボール，g その他」
『第６巻』「Ⅹスポーツ：a クリケット，b ゴルフ，c 釣り・
ボート，d 馬，e 自転車，f フットボール，g その他」
第６巻を除いて，それぞれに取り上げられているスポー
ツの内容及びそれを取り巻く状況について説明が付され
ている。
　『第１巻』では，主としてダービー競馬とハンティン
グが取り上げられ，後者がイギリス紳士の典型的なスポー
ツであるが，レディも積極的に参加している点が興味深
いとされている（p.166）。
　『第２巻』では，女性のスポーツとしての弓
アーチェリー
術の登場
が注目されている（p.117）。
　『第３巻』では，自転車，三輪車が大人の最新流行の
レジャー用具として登場し，特に女性が乗ることが新時
代の到来の象徴となり，フランス渡来のクロケーが当時
の女性の間で新しいおしゃれのスポーツとして大流行し
たとされている（pp.110-111）。
　『第４巻』では，女性の参加が目立つことになり，ク
ロケーが大流行し，テニス，ローラースケート，実用で
はなく娯楽用の二輪車・三輪車などが続々登場してきた
とされている（p.138)25。
　『第５巻』では，紳士の人格を形成するフェアプレイ，
勇気，団体のための犠牲的精神の涵養に不可欠であり，
パブリック・スクールにおいて重要な役割を果たしてい
たフットボールが意外にも初めて登場し，一方でこの時
代（1881-1890）には，労働者間でも行われるようになり，
それがプロ化に繋がり，選手のラフプレイ，それに対す
る興奮・憤激する応援団の乱闘など生じたとされている
（pp.157-158）。
　先にも確認したように，近代スポーツ及びその理念は，
「アスレティシズム」に典型的であるように，「男らしさ」
に基づいたものといえるが，スポーツあるいはそれに関
わる「男らしさ」に対する見解も上流階級と労働者階級
では異なっており，また，女性も早くからスポーツ的活
動に関わっていることがわかる。
　スポーツに関わる内容をより詳細に確認すると，『第
７巻：解説・資料編』の「２資料編」の「テーマ別索引」
は，９テーマ設定されているが26，「スポーツ」（p.196）
も含まれており，それが，次の22領域に分類されている。
「アーチェリー⑴」「クリケット⑹」「クロケー⑶」「競馬⑴」
「ゴルフ⑵」「魚釣り⑾」「自転車⑽」「狩猟⒅」「乗馬⒇」
「スケート⑼」「相撲⑴」「体操⑶」「ダンス⑶」「テニス⑻」
「登山⑺」「バドミントン⑵」「フェンシング⑵」「ボクシ
ング⑸ 」「ボート⑵」「ボートレース⑶」「ポルカ⑴」「ロー
ラー・スケート⑶」
　なお，索引であげられているものが，「スポーツ」で
はなく，他の項目に含まれてもいる。例えば，「体操」
のうち，第３巻の「４－48（図版番号，以下同様）」は，
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女子の体育的活動の図版（CALLISTHENIC COLLEGE 
FOR LADY MUSCULAR CHRISTIANS）（「女子体育
学校［1867年カレンダー］」であるが，「４ 文学・教育」
の「Ⅲ 科学技術」に含まれており，また，同巻の「５
－８」は，いわゆる「体操」ではなく，混雑した中で肩
の上に立ち上がり３段タワーになって絵を鑑賞している
姿を「Athletic Exercise」として比喩的に表現したもの
であり，「５ 娯楽・芸術」の「Ⅲ 美術」に含まれている。
　続いて，「彼はおそらくヴィクトリア時代のイギリス
で最も有名な挿絵画家のひとりであった。」27と評され
るリチャード・ドイル（Rychard Doyle, 1824－1883）
の1849年3月12日号から同年12月23日号まで41回『パン
チ』に連載された「1849年英国人の風俗習慣」シリーズ
を『挿絵の中のイギリス』で確認する。
　• 　 「ホーム・パーティ　ポルカ」（AN “AT HOME” 
YE POLKA,　MANNERS AND CUSTOMS OF YE 
ENGLYSHE IN 1849 NO. 1. 以下ナンバーのみ記
載）」「ホーム・パーティ」の様子（pp.47-50）
　• 　 「ナ シ ョ ナ ル・ス ポ ー ツ !!! 障 害 競 馬」（YE 
NATIONAL SPORTE ! ! !  OF  STEEPLE 
CHASYNGE,　NO.7.）（pp.92-96）
　• 　 「ダービー競馬の日のエプソム・ダウンズ」（A 
VIEW OF EPSOM DOWNES ON YE DERBVE 
DAYE, NO.12）（pp.92-96）
　• 　 「ロード・クリケット場観戦記」（A VIEW OF 
MY LORDE bys CRYKET GROVNDE, NO.17.）
（pp.114-117）
　• 　 「テムズ河のレガッタ観戦記」（A PROSPECT OF 
YE THAMES ITS REGATTA, NO.20.）（pp.128-129）
　• 　 「リッチモンドの近くで舟釣りを」（YE SPORT 
OF PUNTE FYSHYNGE OFF RYCHMONDE, 
NO.25.）（pp.147-150）
　• 　 「 ハイランドの鹿狩り」（DEERE STALKYNGE 
IN YE HYGHLANDES, NO.28.）（pp. 160-162）
　• 　 「鳥 撃 ち に 来 た 男 た ち」（A PARTIE OF 
SPORTSMEN OUT A SHUTYNGE, NO.30.）
（pp.167-170）
　なお，「英国人の風俗習慣」の新シリーズ（Manners 
and Customs of ye Englyshe （New Series））においても，
スポーツ関係（「スケート」「ピクニック」「ダービー競馬」
等）が取りあげられている28。ここからは，スポーツ的
活動に直接的・比喩的に関わる諷刺が，ヴィクトリア朝
を通して一般化している様子が見て取れる29。
　次に，20世紀初頭に活躍したA.G.ガードナー（A.G. 
Gardiner, 1865-1946），E.V. ル ー カ ス（E.V. Lucas, 
1868-1938），ロバート・リンド（R. Lynd, 1879-1949），
A.A.ミルン（A.A. Milne, 1882-1956）という４名のエッ
セイストの，「イギリス流のユーモア，皮肉を最大の特色」
とし，「身近な話題，新聞をにぎわせている事件などを
取り上げて読者の注意を引きつけ，それから徐々に，人
間性の面白さや嫌らしさなどを論じてゆく」30と評され
るエッセイの選集である『たいした問題じゃないが』を
みても，スポーツが一般的な話題として取り上げられて
いる様子がわかるとともに，スポーツに関わる価値観が
示唆されている。
　
　　 広い世間で生きてきて，常識的な行動基準に順応す
る術を身につけたのだ。学校生活，クラブでの付き
合い，スポーツなどで，教育されたのだが，…。（ガー
ドナー「通行規則について」p.22）
　　 私の子供がどこの学校に行くか，文系か理系か，ラ
グビーかサッカーか，そんなことは誰も決めさせな
い（p.25）。
　　 …ドアをまるでスポーツ選手かと思うように乱暴に
閉める。…学校の名誉のために一点でも奪取しよう
と頑張る選手と見間違う。（リンド「時間厳守は悪
風だ」pp.112-113）
　　 　ケンブリッジ大学のキングズ・コレッジで，ある
立派な学者の部屋でお茶をご馳走になっていた時の
ことだ。オックスフォード対ケンブリッジのラグビー
戦の前の週のことだ。…
　　 　そこに居た学者はアテネとスパルタ，ローマとカ
ルタゴ間の争いの細部に関する専門家であるのに，
彼ら自身の戸口で行われる争いにこれほど無関心で
あることに私は呆れた。その争いでは，賞品は政治
戦争のさもしい戦利品ではなく，精神的な栄誉だけ
であるのに！…現代生活の誰でもわくわくするよう
な出来事にこれほど無関心であることに，私はショッ
クを受けた。株のブローカーが大きなフットボール
の試合に無関心であるのなら私は理解できたと思う
が，大学人は人文学の素養のある知識人であるはず
なのでこれでは困る。（リンド「無関心」p.118-119）
 　　 　だが，分かったものではない。プラトンが生存し
ていたとしても，わざわざ試合を見に行くことはな
かったであろう。何といってもラグビーはゲームに
過ぎない。（リンド「無関心」p.124）
　　 スポーツの世界と同様に，かつては実利的な目的で
なされたことが，今は楽しみのためにされている。
（リンド「キャンデー」p.163）
　　 現代人は電話番号まで記憶しているではないか。
…男優，女優，クリケット選手，フットボール選
手，…。（リンド「遺失物」p.169）
　　 …それからスポーツマンは一般人より記憶力が悪い
ということである。…これは理解できる。試合から
戻ってきた若者は，自分らの手柄や失敗を思い出し
て，頭がグラウンドのことで一杯で，心ここにあら
ずの状態なのだ。外界から注意を逸らされている。
（リンド「遺失物」p.172）
　20世紀イギリスを代表する評論家・小説家のジョージ・
オーウェル（George Owell, 1903-1950）もスポーツに
表象としてのスポーツ
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触れている。「チャールズ・ディケンズ」 （1940）31にお
いては，ディケンズとの関わりでスポーツを取り上げ，
社会的感情や立場，あるいは価値観がスポーツに対する
印象に投影されていることを示唆している。
　　 …運動や競技については明らかに無知である。たと
えば彼はボクシングには全然興味をもっていない。
…また，スポーツに対する彼の態度は社会的感情と
混ざり合ってもいる。イギリスではスポーツ，特に
野外でやるスポーツと紳士気取りとは，主として地
理的理由のために，分かち難く混ざり合っている。
…ディケンズの観点からすれば，ほとんどあらゆる
たぐいのスポーツは，せいぜい皮肉の対象にしかな
らない（pp.407-408）。
 「イギリス民族」（1947（1944））32では，スポーツが社
会に浸透している様子について触れており（pp.6-7），『著
作集』の索引では「イギリス人のスポーツに対する執着」
（p.429）とされている。
　　　 「フットボール」という言葉は，シェイクスピア
もマグナ・カルタも聞いたことのない何千万の
人々の口に―それも間違った発音で―上がってい
る。…プロのフットボール選手，ボクサー，騎手，
さらにクリケットの選手でさえも，科学者や芸術
家などとても太刀打ちできないような人気を博し
ている。とはいえ，スポーツ礼賛は大衆紙の紙面
から想像されるほど馬鹿げたところまでは行って
いない（pp.6-7）。
　「スポーツの精神」（1945)33では，競技形式のスポー
ツに対して，「敵意の種となるもの」（p.38）として批判
的見解を提示しており，『著作集』の索引では「スポー
ツとナショナリズム」（ p.524）とされている。
　　 　現在行なわれているほとんどすべてのスポーツは，
競争を本旨としている。プレーするのは勝つためで
あり，勝つために全力を尽くさないかぎりゲームに
意味はない。敵味方に分かれず，愛郷心などという
ものが交ざらない村の共有草地では，純粋に楽しみ
や運動のためにプレーすることが可能である。…真
剣なスポーツはフェアプレーとはなんの関係もない。
それは，憎しみ，ねたみ，自慢，いっさいのルール
無視，暴力行為の目撃によるサディスティックな快
感と結びついている。…最も広く普及したのは，最
も激しい闘争的なスポーツであるサッカーとボクシ
ンングである。これが全面的に民族主義の勃興と…
結びついていることは，ほとんど疑いの余地がない
（pp.39-40）。
　次に，フランスの英文学者のルイ・カザミヤン（Louis 
Cazamian, 1877-1965）の『イギリス魂』（1927）の「第
五章 自我の制服」「五 自己抑制の道徳」の中の「スポー
ツへの礼賛」「健康への義務」「チーム・ワークの精神」
「フェア・プレイ」「相互寛容の精神」（pp.107-112)34を
通してイギリスにおけるスポーツと精神性の密接な関わ
りの一端を確認する。
　
　　 スポーツへの礼賛は，まず第一に体力への尊重，体
力が保たれる運動や，体力が確証される手柄への尊
敬に由来している。…この礼賛は肉体面の衛生と健
康への注意深い探求に応えている。しかし，今日に
おけるこの礼賛の最も奥深い根源は道徳的なもので
ある。それは努力の上に築かれた訓練への願望であ
り，この訓練によって，魂は，生のために有益に鍛
えられる（p.107）。
　　 肉体的に衰えること，肉体の怠惰を放置したままで
いること，運動への好みを失うこと，これらは従っ
てイギリスでは，道徳的意思の衰えを意味する。…
従って，衛生，冷水浴，スポーツなどは，個人が
必ず果たすべきさまざまな義務の一部となってい
る。…知識人たちはスポーツを余り重要視しないよ
うな振りをしている。だが，大多数の青少年は依然
としてスポーツを信奉している。衛生への道徳的観
念は，それらが弛むのを期待できないほど無数で強
力な絆で規制されたイギリスの本能に起因している
（pp.108-109）。
　　 近代的形式を持った屋外での運動競技は，イギリス
の精髄を最もよく表しているものの一つである。…
これらの団体はここで勝負を競い，「チーム・ワー
クの精神」の教えによって連帯感を強化する。個人
の意思の道徳は，ここにおいて，集団に対する個人
の献身の道徳と合体する（p.109）。
　　 　このようにして少しずつ，イギリスの「フェア・
プレイ」の精神は，…一種の道徳原理となって来て
いる。…
　　 　スポーツにおける正義感とこの寛容の精神は，合
体して一種の自由主義となり，その根源においては
全く純粋で素朴な寛大さの方向に向かう。…
　　 　さて，最後に，試練の際に発揮される粘り強い勇
気に対してイギリス人が払うあの特別な敬意は，国
民性のさまざまな奥深い特徴に結びつくと同時に，
スポーツの理想にもまた結びつくのである（pp.111-
112）。
　19世紀から20世紀半ばまでのイギリスにおいてスポー
ツが一般的な話題として取り上げられてきた状況の一端
を概観してきたが，その過程でスポーツ，特に運動競技
に対して，多様な見解，中には相反する評価もあり，そ
れらは人格形成や精神性と深く関わっている。このよう
な相反する評価は，それぞれ運動競技という同じ文化現
象の一面を表していると捉えることができる。そしてそ
れはスポーツとの関わり方によるものであり，その過程
で欲望や価値観が表出されると考えられる。つまり，ど
ちらがスポーツあるいは運動競技に対する正当な評価で
あるのかという問いは意味をなさない。
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４．日本におけるスポーツに対する印象の一断面
　日本においてスポーツが一般化した一事例を，文士と
スポーツの関係に見ることもできる35。ここでは，評論・
エッセーにおいてスポーツがどのように論じられてきた
のかということについてみてみる。昭和を代表する評論
家の福田恆存（1912-1944）は『藝術とは何か』（1977)36
において，スポーツの特質を芸術との対比から論じている。
その際の論点は「カタルシス」（pp.92-110）となる。なお，
ここでのスポーツは実際には競技と捉えることができる。
　まず，スポーツと芸術について，「スポーツが肉体エ
ネルギーの消費に快感をおぼえるものであるとすれば，
芸術は精神のエルギーの消費に快感を期待するものであ
ります。」（p.65）とされ，両者とも「カタルシス」に関
わることが指摘される。そして，「カタルシスとはあく
まで生理的な機能と効用とを持つものであり，芸術に
おけるカタルシスも肉体の諸器官がいとなむ排泄浄化
と根本的に同じものであります。」（p.100）とした上で，
両者の相違が，「舞踊芸術」との対比で論じられていく。
まず，「舞踊は純粋に肉体の運動であり，根本的には言
語や音楽や色彩の助けなしでも成立する。スポーツもそ
うだ。しかもスポーツにおいて示されるさまざまなフォー
ムは文字どおり美しい。そしてわれわれに刺激と興奮と
を与えます。」（p.100）このように両者の類似性が指摘
された上で，両者の外観から，スポーツの特徴として次
の４点を提示した上で，両者の相違を強調している。
　　 まず第一に，スポーツ，あるいは競闘においては，
くりかえしということがぜんぜん意味をなさない。
第二に，記録なくしてスポーツはなりたたない。第
三に，スポーツにおける運動には動にたいする反動
がない。第四に，運動の主体としての精神を拒絶し
ている。いいかえれば，カタルシスということを強
調すればスポーツと舞踊との区別があいまいになり
はしないかという疑問は一見もっともらしいが，じ
つは皮相であり早計であって，まさにカタルシスと
いう点においてこの両者は根本的に異なるのであり
ます。スポーツはカタルシスとは無縁であります
（p.101）。
そして，この点について，「そこに現代の選民の芸術，
弁証の芸術，意匠の芸術が直面しているききとまったく
おなじ危機が認められるのです。」とし，当時のスポー
ツに対して次のような見解を提示している。
　　 現代のスポーツは選民のスポーツであり，弁証のス
ポーツであり，意匠のスポーツであります。やはり
ここでも視覚の優位が肉体の健全な運動というもの
を殺しつつある。なるほど見ておもしろく，見て美
しい。が，その快感も美感も，カタルシスとはなん
のかかわりもありません。このカタルシスの作用を
失ったとき，体育がスポーツに転落，あるいは進歩
したのではなかったでしょうか（p.101）。
上記の状況を，「舞踊は演技するが，スポーツは演技し
ないということであります。」（p.101）と端的に表現し
ている。
　「選民のスポーツ」や「視覚の優位」ということにつ
いては，次のような見解が提示されている。
　　 …われわれは選手と称するかれら奇人のアクロバ
ティックをおもちゃにして遊んでいるだけで，それ
以外にどうしようもないのです。ここにも一群の選
民階級がいるというわけだ。
　 　 　われわれに許されえていることは，ただこれを眺
めるということです。われわれの選民を眺め，自己
のうちにヒロイックな感情を―それは幻影ではなくて，
あきらかに錯覚なのだが―味わうというだけであり，
好奇心を満足させるというだけのことであります。…，
選民はつねにその場かぎりのものです。…
　 　 　さらに，現代のスポーツは記録をめざしているが
ゆえに，進歩の概念と同様，往きがあって復りがな
い運動であります。動があって反動がない。このこ
とが舞踊とスポーツとを区別する―あるいは芸術と
その他の人間活動，たとえば科学とか日常生活とか
いうものとをわける―根本的な要因ではないかと思
います（pp.102-103）。
これに対して，芸術における「動」と「反動」が次のよ
うに指摘される。
　　 芸術には動があっても，それはかならず反動をとも
ないます。いや，むしろ反動のために動を起こすと
いってさしつかえない。静止と完成とを獲得するた
めに，わざわざ乱れた動きをやってみる（p.103）。
そして，「反動の必然性を持たぬスポーツ」が，「ステイ
ジをどこまでもかぎりなく拡げていかずにはいられなく
なってしまった」ことから，「拡大されたステイジに即
応するために双眼鏡の助けを借りること」になり，更に
は，「決勝点に待ちうけて結果を知るだけで満足しよう
とする」状況になったとされる（p.104）。
　「カタルシス」という点については，「芸術はカタルシ
スであり，カタルシスの本質は繰り返しにある。」のに
対して，「動と反動とがあるがゆえに，そこにはたえざ
るくりかえしがあるのです。が，…スポーツにはくりか
えしがない。それは無限直線上の運動であります。」と
され（p.109），次のようにスポーツにおける競技の本質
と限界を論じている。
　　 なるほどスポーツにおいても，呼吸と脈搏とは平常
の状態を脱し，強烈に生自体の可能性を発揮しよう
とする。が，ゴールに突入した選手は息もたえだえ
になって，その場に倒れる。そこにはくりかえしが
ない。いや，くりかえしの余裕がないのだ。今日，
スポーツはもはや肉体の健康のためのものでもなけ
れば，身体を強壮にするためのものでもなくなって
しまったのです。観衆にとっても，それは好奇心の
満足を意味するだけのものにすぎません。スポーツ
ばかりではない。現代文明は呪われたる好奇心のた
表象としてのスポーツ
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めに，進歩と速度との幻影に憑かれ，人間の生理的
限界を無視してまで，呼吸と脈搏とを早めようと狂
気のごとく努力しているのです。が，よかれあしか
れ，われわれはこれを阻止できない。われわれはこ
れについてゆかねばならないのです（pp.109-110）。
　精神科医で作家のなだいなだ（1929-2013）の『人間，
この非人間的なもの』（1985)37においても，スポーツに
対する批評が断片的に展開されている。まず，最初に「高
校野球」が取り上げられる。
　　 はじめは，どのようなねらいがこめられていたかは
わかりませんが，現在ではそれはもう半分プロ化し
た大会です。…高校野球は，ショーとしては，逆転
あり，番くるわせあり，スピードもあり，十分に価
値のあるものですが，スポーツを通じての精神的な
教育などといわれるものは，すくなくも現在のもの
ではありません。実質は，プロ野球スカウトのため
にひらかれている品評会みたいなものです（p.178）。
また，オリンピックの強化選手の関わる「事件としては
ささいなこと」が大きく報道され非難される理由として，
「それは，オリンピックに参加する選手が，スポーツで
好成績をあげると同時に，人格もすぐれた人物たちであ
るという神話をこの事件がおびやかすものであるからで
す。」ということが指摘される（pp.237-240）。そして，「ス
ポーツとフェアプレー精神の神話」（pp.243-247）が論
じられていくが，スポーツと人格形成の直接的関係性は
否定され（pp.243-245），更に，スポーツとフェアの関
係性について次のように論じられる。
　　 　そもそも，スポーツの面白さは，そのフェアーさ
にあるのではありません。ある種の不公平さを認め
たところから，勝負の面白さは生まれて来るのです。
ルールは，その不公平さが，絶対的なものになるこ
とを防ぐために作られただけです（p.245）。
　前者は現代スポーツの本質を芸術との対比において論
じたものであり，スポーツ批評あるいはスポーツ哲学論
と捉えることができる。また，後者も現代スポーツのあ
り様を批判的に論ずることでスポーツの特質の一端を描
き出すものであり，スポーツ批評と捉えることができる。
そして，この様なスポーツ批評の展開が，スポーツを巡
る状況の改善に繋がっていくことになる。
おわりに
　これまで見てきたように，スポーツにどのような身体
活動が含まれるのかということに関わらず，スポーツは
多様な側面（機能）を持つとともに，それは多様な表象
として現象する。そしてそこには，その社会の文化的特
質あるいは成員の思考枠組み，欲望，価値観が投映され
ることになる。この点については，青柳まちこ（1977）
『「遊び」の文化人類学』38 「第四章 遊びの型と文化の型」
（pp.159-204）に詳しく論じられている。
　また，現代のスポーツ状況については，子どものあそ
び及びそれを取り巻く状況から，環境建築家が1990年代
初頭に警鐘を鳴らしている39。当時の「テレビゲームの
影響」との関わりで，「体と体をぶつけ合いながら体験
する外あそびの体験」の重要性を指摘した上で，スポー
ツがスポーツクラブでの活動となっており，「今のスポー
ツはどれもおけいこごと」となっていることに対して危
惧している（pp.36-37）。これは，子供のスポーツ体験
の重要性を認識した上での，その体験の質を問うものと
いえる。
　　 　野球クラブやサッカークラブに入って年長の子ど
もたちやリーダーと交流することは，子どもたちに
とって良いことである。スポーツを楽しむことは子
どもにとって大事なことだ。スポーツを否定するつ
もりはない。しかし小学生の子どもにとって，ルー
ルを自分たちでつくるあそびの方が重要に思える。
私は体育やスポーツの苦手な子どもだったが，あそ
ぶのは好きだった。多くの場合，自分勝手にルール
をつくってしまったのだ（p.38）。
つまり，「あそび」の醍醐味はその過程でルールが生成
されることで深まっていくことにあり，そのため「ルー
ルをつくることがポイント」となるのに対して，「クラ
ブとしてのスポーツ」では，「ルール」はすでにあり，「与
えられるものであって，決して自由ではない。」（p.38）
点で大きく異なる。そのため，「自立したあそび」（p.39）
は，子どもの心と身体の解放につながることが期待され
ることになる（pp.94-96）。ここには，特に子どものスポー
ツにおいては，その活動に没入することで，創造性が発
揮され，それが心身の解放体験に繋がる可能性が示唆さ
れている。
　また，現代社会におけるスポーツの社会的意味につい
ては，例えば，次のよう見解がある。
　　 この点で，権利という言葉の氾濫の陰で，徳という
概念がほとんど死滅したことは象徴的である。実際，
徳という概念は「不平等な承認」と深く結びついて
いたからである。今日「不平等な承認」を求めるこ
とが許されるのは経済活動やスポーツにおいてのみ
である40。
　あるいは，スポーツの多様な側面の分類基準としては
次のようなものがある。スポーツをする目的としての健
康な身体の維持，エリートの精神鍛錬，試合で勝つこと
による所得の獲得（プロ）等は，「資本財」と捉えられ
るのに対して，次のようにも捉えられる。「しかし，多
くの人は，このような目的がなくとも，スポーツそれ自
体が楽しいために，スポーツを行なっています。これは
消費財としてのスポーツです。」41
　スポーツとの関わりの基本は，スポーツそれ自体を楽
しむということであり，その楽しみ方に多様性があると
いうことである。そして，「スポーツそれ自体を楽しむ」
ということの大前提が「自発性」となる。さまざまな表
象として機能するスポーツには，それぞれに社会的・歴
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史的状況や願望（欲望）・価値観が投影されるのであるが，
特定の表象を理念として設定することは，本来多様な可
能性を有するスポーツの理念と矛盾するといえる。そし
て，スポーツとの開かれた関係の構築のためには，学校
体育，運動部活動，メディア（スポーツ批評）の役割が
より重要となる。
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余暇のすごし方」（pp.131-164）. なお,18世紀のスポー
ツの社会的状況の一端については，次を参照。小林章
夫（1986）『ロンドン・フェア：18世紀英国風俗事情』
駸々堂, 「第一章 都市の自由：あふれかえる群衆たち」
「スミスフィールドの祝祭空間」（pp.40-46）「レクリエー
ションの時代」（pp.58-63）,「エピローグ 反乱する群
衆：都市ロンドンのアンビヴァレンス」（p.264）. また，
「ボクシング」については，小林章夫（1992）『ブック
エンド：イギリス史の散歩道』研究社, pp.140-151. ま
た，中世ロンドンの市民生活とスポーツの関わりの一
端については，次を参照。見市雅俊『ロンドン：炎が
生んだ世界都市：大火・ペスト・反カソリック』講談
社選書メチエ.「アーチェリーは共同体を守るための
健全なスポーツであった。しかし，ボウリングはさも
しい賭け事の対象でしかないのだ。」（pp.12-13） 
23　この点については，次を参照。多木浩二『スポーツ
を考える』「終章 理想は遠くに」「２ 欲望の表象とし
てのスポーツ」
24　 小 池 滋 編（1995）『ヴ ィ ク ト リ ア ン・パ ン チ
（VICTORIAN PUNCH）：図象資料で読む19世紀世
界』（全７巻，柏書房）「本シリーズ収録図版は，第７
巻の一部を除き，柏書房所蔵の週刊雑誌『パンチ，ロ
ンドン・シャリヴァリ』PUNCH,OR THE LONDON 
CHARIVARIから抜粋し，再構成のうえ収録したも
のです。収録の対象とした時期は，1841年の創刊号か
らヴィクトリア女王が歿した1901年までです。」（p.8「凡
例」）
25　この時期の女性とスポーツの関わりの社会的背景の
一端については，次を参照。戸坂理衣奈（2000）『下
着の誕生：ヴィクトリア朝の社会史』講談社メチエ,
「第三章 健康と旅行とアヴァンチュールと」「１ スポー
ツと旅行」「その結果，女性の外出や，一八六〇年代
から広まりつつあったスポーツがいっそう進められる
ようになった。それまで女性のスポーツといえば乗馬
に限られていたから，クロケットやローンテニス（芝
生上のテニス）といったスポーツは，多くの女性た
ちにはじめて積極的に身体を動かす機会を与えた。」
（p.92）また，「自転車」については，出口保夫，アン
ドリュー・ワット編著（1995）『漱石のロンドン風景』
中公文庫に，それぞれ写真とともに「余暇をもてるよ
うになった中産階級は，自転車に子供を乗せ，バン
ジョー（楽器）やバッグをもって行楽に出かけた。」
（p.245）「当時自転車はひとつの流行であった。漱石
はミス・リールの下宿で自転車の稽古をはじめた。（「自
転車日記」）」（p.245）「この二人乗り自転車に乗って
いるのは，ロンドンの有名なフォイルズ書店のフォイ
ル（Foyle）兄弟である。」（p.246）という説明が付さ
れている。また，同書には，漱石が見物した「日本の
柔術使」と「西洋の相撲取」の試合ポスターも紹介さ
れている（p.231）。
26　「固有人名篇」「人物篇」「動植物篇」「事物篇」「スポー
ツ篇」「市井の風俗篇」「地名・建物篇」「文学・芸術篇」
「歴史・事件篇」
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30　行方昭夫編訳（2009）『たいした問題じゃないが：
イギリス・コラム傑作集』岩波文庫, p.225. 
31　鶴見俊輔他訳（1970）『オーウェル著作集Ⅰ 1920-
1940』「チャールズ・ディケンズ」（pp.377-425）平凡社. 
同論考は，小野寺健編訳（1982）『オーウェル評論集』
岩波文庫 , pp.51-144に所収（引用箇所は，pp.111-
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については，次を参照。小林章夫（1994）『イギリス
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らだの知恵 こころの筋肉：泳ぐ・走る・考える』（岩
波書店, 1990）, 『下り坂では後ろ向きに：静かなスポー
ツのすすめ』（岩波書店, 2012）を著しているドイツ
文学者の丘沢静也は，『マンネリズムのすすめ』（平凡
社新書, 1999）において，現代スポーツ及びそれを取
り巻く状況を強く批判し，自身の経験からスポーツと
の関わりのあり方について提言している（pp.19-23）。
　 　 　 　この国では，「がんばって」が挨拶として通用
してしまう。そのせいかスポーツでも，オリンピッ
クを頂点とする見世物の「プロ」競技スポーツや，
ギリシャ彫刻のように筋骨隆々としたスポーツマ
ンが，手本と考えられがちだ。　
　　 　 　だがそれは，スポーツの，特殊な一部にすぎない。
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かかえている。逆に，「より速く，より高く，よ
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らだを動かす。すると，自分は，世界のなかで呼
吸をしているのだと感じることができる。世界に
対立するわけでもなく，世界のなかに溶けてしま
うわけでもない。そういう感覚を毎日のように味
わっていると，心身ともにリラックスしてくる。
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